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定例会

全6会計の決算を認定など
一般会計予算9千486万6千円を増額補正

令和7年第3回定例会を、9月9日から19日までの会期で開催しました。承認案件1件、
人事案件1件、条例案件7件、令和7年度各会計の補正予算案件、令和6年度決算認定案件
などを可決・認定しました。

第
3
回
定
例
会

9
月
定
例
会
議 

会
議
日
程 

9
月
9
日
〜
19
日

PICK
UP2

PICK
UP1

この度、議長に就任いたしました佐伯
雄幸です。歴史と自然に育まれた川辺町
のさらなる発展と、町民の皆さまの暮ら
しの充実に向けて、全力で取り組んでま
いる所存です。町民の皆さまのご意見や
ご要望に真摯に向き合い、健全な町政の
推進に貢献できる議会としての役割を果
たしてまいります。今後も、議会・行政・
町民の皆さまとの信頼関係をいっそう深
め、開かれた議会づくりに努めてまいり
ますので、引き続きご理解とご協力を賜
りますようお願い申し上げます。

この度、副議長に就任いたしました石
原利春です。身に余る光栄であると同時
に、その責任の重さに身の引き締まる思
いです。議長をしっかりと補佐し、円滑
な議会運営に努めるとともに、川辺町の
さらなる発展と住みよいまちづくりのた
め、誠心誠意取り組んでまいります。町
民の皆さまのご理解とご協力を賜ります
よう、心よりお願い申し上げます。

（委員会構成は3ページに掲載）

定例会初日に、正副議長の選挙と各委員会の
委員選任を行い、議会の構成を改めました。

議長・副議長就任議長・副議長就任のの挨拶挨拶

佐
さ

伯
えき

 雄
ゆう

幸
こう

議長 石
いしはら

原 利
としはる

春 副議長

議員期数：5期目 議員期数：2期目

議　長 副議長
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定例会

PICK
UP 3 令和6年度決算を認定

令和6年度各会計決算（千円以下四捨五入）

　令和6年度の一般会計・各特別会計の決算は総務委員会に付託し、審査しました。
　審査した会計は、一般会計を含め6会計で、町長をはじめ担当課長等の出席を求め、説明・質疑応答

を行い、必要書類などの提出を求めました。
　9月12日には、討論・採決を行い、審査に付託された全ての会計決算について、全会一致で認定すべ

きものと決定しました。

歳出総額91億2千万円

委 員 会委 員 会 のの 構 成構 成

委 員 長
副 委 員 長
委 員

櫻井 芳男
奥田 哲也
井戸 三兼
平岡 正男
桜井 真茂
佐伯 雄幸
巖 敬一郎
市原 敬夫
石原 利春

総務委員会

委 員 長
副 委 員 長
委 員

平岡 正男
巖 敬一郎
市原 敬夫
櫻井 芳男

議会運営委員会

委 員 長
副 委 員 長
委 員

奥田 哲也
巖 敬一郎
平岡 正男

議会報編集委員会

一般会計 国民健康保険事業
歳入 57億4,105万円 歳入 10億822万円
歳出 54億3,537万円 歳出 9億8,664万円

後期高齢者医療 介護保険
歳入 1億9,711万円 歳入 10億851万円
歳出 1億9,138万円 歳出 9億8,600万円

水道事業

収益的収支
歳入 2億8,528万円
歳出 2億8,623万円

資本的収支
歳入 2億6,438万円
歳出 2億8,801万円

下水道事業

収益的収支
歳入 4億5,793万円
歳出 4億4,856万円

資本的収支
歳入 3億2,302万円
歳出 5億845万円

※�水道事業、下水道事業共に資本的収支の不足額は、内部留保資金及び当該年度分消費税資本的収支
調整額で補てんしました。

種類（委員数） 主な役割

総務委員会（全議員） 条例、予算等の議案、請願の審査等
議会運営委員会（議員4名） 会期、議事日程、議会運営の調整等
議会報編集委員会（議員3名） 議会だよりの編集、発行等
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総務委員会審査

常
勤
職
員
1
1
2
人
だ
が
、
実

際
に
は
該

当
職
員
の

全
員
が
取

得
す
る
わ

け
で
は
な

い
。庁

舎
の
設
備（
無
線
設
備
の
分

配
機
器
）が
落
雷
の
影
響
で
故
障

し
た
た
め
修
繕
を
す
る
も
の
だ
が

今
回
の
事
案
は
火
災
保
険
の
対
象

外
で
あ
る
。

国
の
施
策
で
全
国
の
自
治
体
が

設
置
し
て
い
る
も
の
で
、
国
か
ら

の
通
知
で
更
新
を
行
う
も
の
。

8
年
度
以
降
も
延
長
に
な
る
か

は
未
定
で
あ
り
、
地
方
財
政
措
置

が
あ
る
令
和
7
年
度
中
に
更
新
す

る
た
め
、
補
正
予
算
を
お
願
い
す

る
も
の
。

体
育
館
は
避
難
所
と
い
う
位
置

付
け
も
あ
る
た
め
、
設
置
の
方
向

で
検
討
し
た
い
。

AA

AAA

現
時
点
で
わ
か
る
範
囲
で
は
返

還
額
約
５
億
７,
0
0
0
万
円（
ふ

れ
あ
い
会
館
入
居
基
金
）は
組
合

か
ら
町
村
会
へ
の
返
還
に
な
る

も
の
で
、
市
町
村
に
返
還
さ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
一
方
で
約

5,
2
0
0
万
円（
財
政
調
整
積
立

金
）は
、
負
担
金
の
納
付
割
合
に

応
じ
て
返
還
額
が
計
算
さ
れ
る
見

込
み
で
あ
る
。

A
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
の

解
散
に
伴
う
本
町
へ
の
返
還
金

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
？

Q
そ
の
と
お
り
。
岐
阜
県
市
町
村

会
館
組
合
の
4
人
の
職
員
に
つ
い

て
は
、
退
職
手
当
組
合
へ
転
籍
す

る
こ
と
に
な
る
。

A
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
は

解
散
し
、
退
職
手
当
組
合
は
そ

の
ま
ま
残
る
と
い
う
こ
と
か
？

Q
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
へ
の

負
担
金
は
軽
自
動
車
に
関
す
る
事

務
の
応
分
負
担
と
し
て
年
間
5
万

円
程
度
で
あ
る
。

A
本
町
か
ら
の
経
費
負
担
は
ど

の
程
度
あ
っ
た
の
か
？

Q

育
児
休
業
の
該
当
職
員
の
人

数
は
？

Q
防
災
行
政
無
線
へ
の
落
雷
に

よ
る
修
繕
予
算
66
万
円
は
何

か
？　

一
般
的
に
落
雷
で
あ
れ

ば
火
災
保
険
の
対
象
に
な
る
と

思
う
が
？

Q

J
-A
L
E
R
T（
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
）の
機
器
を
わ
ず

か
5
年
で
更
新
す
る
の
か
？

Q
J
-A
L
E
R
T
の
更
新
に
伴

う
財
源
と
し
て
の
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
は
令
和
8
年
度
以
降
も

延
長（
対
象
）と
な
る
の
か
？

Q
小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
空
調

設
置
は
？

Q

総 務 委 員 会 審 査
9月定例会に上程した22件の議案は総務委員会に付託し、9月9日から4日間の

日程で審査しました。
委員会に付託した議案について、各課から説明を受け、質疑応答・必要書類の提

出を求め審査を進めました。審査に当たっては、延べ59件余りの質疑応答が行われ、
9月12日に討論・採決をした結果、全ての議案について、全会一致で可決及び承認
すべきものと決定しました。審査における質疑応答の主なものは次のとおりです。

岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
規
約

の
変
更
に
関
す
る
協
議
等

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

令
和
７
年
度
川
辺
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
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総務委員会審査

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
給
水
収

益
が
毎
年
２
０
０
万
円
程
度
減
少

し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

一
方
で
、
水
道
管
の
老
朽
化
で
漏

水
事
故
が
散
見
し
て
い
る
た
め
、

収
益
が
減
り
、
経
費
が
増
え
て
い

る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
も

こ
の
状
況
は
続
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
。

い
ず
れ
は
水
道
料
金
の
改
定
が

必
要
と
な
る
が
、
現
時
点
で
は
改

定
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

広
報
か
わ
べ
は
、
町
内
の
店

舗
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
も
置
い
て

お
り
、
残
数
は
２
０
０
部
程
度
で

あ
る
。
す
ぐ
メ
ー
ル
や
H
P
で
も

広
報
か
わ
べ
は
閲
覧
で
き
る
が
、

紙
の
広
報
を

希
望
す
る
方

も
一
定
数
あ

る
。

国
か
ら
の
通
達
で
は
、
直
径
2

メ
ー
ト
ル
以
上
の
下
水
道
管
が
点

検
対
象
で
、
本
町
に
は
該
当
す
る

も
の
は
な
い
。

開
放
期
間
は
、
町
条
例
に
基
づ

く
期
間
と
な
っ
て
い
る
。
平
日
昼

間
は
利
用
者
が
少
な
い
一
方
で
夜

間
は
利
用
者
が
増
え
る
状
況
で
あ

る
。プ

ー
ル
の

水
温
が
温
水

プ
ー
ル
並
み

に
高
く
、
水

温
を
下
げ
る

こ
と
に
限
界

を
感
じ
て
い

る
た
め
、
利

用
者
の
増
が

見
込
め
な
い
。

著
作
権
や
技
術
的
な
こ
と
を
調

査
確
認
の
う
え
、
検
討
す
る
。

既
存
の
部
活
動（
休
日
の
み
）は

全
て
令
和
7
年
度
か
ら
川
辺
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
移
行
し
て
い
る
。

例
外
的
に
美
術
部
は
移
行
で
き

て
い
な
い
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
と
な
っ
て
い
る
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
に
よ

る
健
康
相
談
が
あ
る
。
ま
た
、
健

康
診
査
の
結
果
説
明
会
で
相
談
を

受
け
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
総
合
相
談
事

業
と
し
て
、
介
護
認
定
や
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
関
す
る
相
談
、
高
齢
者

福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受
け

て
い
る
。

AA

A

A

AA

A

A

水
道
料
金
の
回
収
率
が
徐
々

に
低
下
し
て
い
る
要
因
は
？

Q
厳
し
い
収
支
状
況
で
あ
る
た

め
、
今
後
の
水
道
料
金
の
値
上

げ
は
？

Q

広
報
か
わ
べ（
3,
5
0
0
部
）

を
印
刷
し
配
付
し
て
い
る
が
、
配

付
余
り
の
部
数
は
ど
の
程
度
か
？

残
数
が
あ
る
場
合
は
、
印
刷
部

数
の
見
直
し
な
ど
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
？

Q

下
水
道
管
か
ら
の
漏
水
に
よ
る

道
路
陥
没
事
故
に
関
し
て
、
国
か

ら
市
町
村
へ
の
通
達
な
ど
は
？

Q

B
&
G
の
プ
ー
ル
開
放
日
は

（
6
月
～
9
月
）で
す
が
、
非
常
に

暑
い
時
期
な
の
で
、
土
日
祝
日
の

開
放
を
検
討
さ
れ
て
は
ど
う
か
？

Q
議
会
の
一
般
質
問
の
様
子
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
議
会
事
務
局
）

を
介
さ
ず
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
で
閲
覧
で
き
な
い

か
？

Q

中
学
校
の
部
活
動
の
移
行（
学

校
か
ら
地
域
・
民
間
へ
）は
滞
り

な
く
で
き
て
い
る
か
？

Q

高
齢
者
に
関
す
る
相
談
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
？

Q

令
和
６
年
度
決
算
認
定
に
つ
い
て
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議案ピックアップ

　定例会で審議した案件の中か
ら、人事案件１件、条例案件５
件、各会計補正予算をピックア
ップして詳しく説明します。案

議

川辺町副町長定数条例の制定
地方自治法第161条第２項の規定に基づき、副町長の定数を１人と定め、併せて「副町長を置かないこ

との条例」を廃止するもの。

川辺町水道事業給水条例の一部を改正する条例
国からの通知「災害その他非常の場合における給水装置工事の施行について」により、町条例で規定する

指定給水装置工事事業者の要件について、災害時等における特例を設けるもの。

川辺町下水道条例の一部を改正する条例
国からの通知「標準下水道条例の改正について」により、町条例で規定する排水設備指定工事店の要件に

ついて、災害時等における特例を設けるもの。

川辺町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例

社会教育法第９条第７項に基づく「地域学校協働活動推進員」の報酬額を追加するもの。

条例案件PICK UP2

人事案件PICK UP1
教育委員会委員

現教育委員会委員　大
おおわき

脇香
かお

美
み

氏の任期が令和７年９月30日で満了となるため、同氏を引き続き教育委員
会委員として再任することに全会一致で同意しました。

任期:令和７年10月１日から令和11年９月30日（４年）

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整理に関する条例

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、部分休業
制度の改正等を行うもの。

①�１年につき条例で定める時間を超えない範囲で１日の勤務時間の
全部又は一部について勤務しないことが選択可能となる。

②�非常勤職員の部分休業の対象となる子の年齢を小学校就学の始期
に達するまでに引き上げる。
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議案ピックアップ

議会レポート

一般会計では、追加の財政需要に対する予算の補正が行われました。

各会計補正予算PICK UP3

一般会計補正予算（第３号）の内容

その他特別会計等補正状況

令和７年度一般会計（5,437万3千円）
◆歳入

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
（597万8千円）
・公立学校情報機器整備費補助金（320万円） 
・普通財産売払収入（504万3千円） 
・教育費寄附金（625万円）  
・介護保険特別会計繰入金（558万円） 
・財政調整基金繰入金（▲193万9千円）
・後期高齢者医療療養給付費負担金過年度

精算金（1,491万5千円） 
・地方債：J-ALERT受信機更新事業（250万円）
・地方債：道路舗装維持補修事業（1,400万円）

など

◆歳出
・福祉医療費助成事業県補助金過年度精算分

償還金（1,120万8千円）
・障害者医療費等過年度精算分償還金
（558万9千円）
・公園施設修繕工事等（360万6千円）
・町道維持工事（1,400万円）
・J-ALERT受信機更新工事（256万8千円）
・水道事業会計補助金（819万1千円）
・学校ICT支援等業務委託料（481万9千円）

など

会 計 名 補 正 額
国民健康保険事業 1,544万8千円

水道事業
（収益的収入）
給水収益　　　　 ▲819万1千円
一般会計補助金            819万1千円

会 計 名 補 正 額
後期高齢者医療 848万4千円
介護保険 4,428万8千円

下水道事業

（収益的収入） ▲290万5千円
（収益的支出） ▲290万5千円
（資本的収入）
一般会計補助金                100万円

シティホテル美濃加茂で、管内の町村議会議員関係
者80名余りが集まり研修会・情報交換会が開催され
ました。本町からは議員全員が参加しました。研修会
では講師（日本総合研究所主席研究員：藻谷浩介さん）
から「人口減少に直面する町村における魅力あるまち
づくり」について講演していただき、可茂管内の町村
と首都圏の自治体や諸外国との人口比較の見方・考え
方、高齢化の推移などを学びました。客観的数値に基
づいた分析に参加者は「なるほど！そういった考え方
があるのか」「数値の見方の認識が変わった」などの声
が聞かれました。

可茂町村議会議員
研修会・情報交換会

8/
7木
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議会レポート

中川辺駅西地区における道路改良事業の進捗
状況や今後の予定などの説明を受けました。

岐阜県が実施している主要地方道美濃川辺線
（鹿塩地内）の進捗状況や、道路拡幅に伴う大谷
公園敷地（町有地）の買収箇所を確認しました。

中川辺駅⻄地区 美濃川辺線

兵庫県豊岡市でボート場所在市
町村の議長が集まる議長懇話会が
開催され、当町の佐伯雄幸議長が
参加しました。懇話会では、各市
町村のPR（観光、特産品の紹介等）、
ボート競技によるまちの活性化な
どが話し合われました。

兵庫県豊岡市で開催された交流レ
ガッタ（113クルー参加）に川辺町の
４クルーが参加しました。２日間に
わたり熱戦が繰り広げられ、佐伯議
長も声援を送りました。結果は160
歳未満男子の部に出漕したRow 
out by C.Tが準優勝になりました。

次年度は、福島県喜多方市で開催
が予定されています。

全国ボート場所在市町村協議会（議長懇話会）

全国市町村交流レガッタ豊岡大会

令和6年度決算認定等（現地確認）

9/
27土

9/
27土
28日

令和6年度各会計の決算認定等に関する各種事業の進捗状況等を確認するため、現地で担当
課長から説明を受けました。
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審議結果一覧

件　　　　名 採決状況
（賛成：反対） 結果

令和６年度決算に係る健全化判断比率について 報告のみ

令和６年度決算に係る資金不足比率について 報告のみ

専決処分について承認を求める件
《令和７年度川辺町一般会計補正予算（専決第1号）》 賛成 8：反対 0 承認

川辺町教育委員会委員の任命につき同意を求める件 賛成 8：反対 0 同意

岐阜県市町村会館組合規約の変更に関する協議について 賛成 8：反対 0 可決

岐阜県市町村会館組合の解散及び財産処分並びに事務の承継等に関する
協議について 賛成 8：反対 0 可決

岐阜県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
岐阜県市町村職員退職手当組合規約の変更に関する協議について 賛成 8：反対 0 可決

川辺町副町長定数条例の制定 賛成 8：反対 0 可決

地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 賛成 8：反対 0 可決

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例 賛成 8：反対 0 可決

川辺町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

川辺町水道事業給水条例の一部を改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

川辺町下水道条例の一部を改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

川辺町非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例 賛成 8：反対 0 可決

令和７年度川辺町一般会計補正予算（第３号） 賛成 8：反対 0 可決

令和７年度川辺町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 賛成 8：反対 0 可決

令和７年度川辺町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 賛成 8：反対 0 可決

令和７年度川辺町介護保険特別会計補正予算（第２号） 賛成 8：反対 0 可決

令和７年度川辺町水道事業会計補正予算（第２号） 賛成 8：反対 0 可決

令和７年度川辺町下水道事業会計補正予算（第２号） 賛成 8：反対 0 可決

令和６年度川辺町一般会計歳入歳出決算認定について 賛成 8：反対 0 認定

令和６年度川辺町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 賛成 8：反対 0 認定

令和６年度川辺町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 賛成 8：反対 0 認定

令和６年度川辺町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 賛成 8：反対 0 認定

令和６年度川辺町水道事業会計決算認定について 賛成 8：反対 0 認定

令和６年度川辺町下水道事業会計決算認定について 賛成 8：反対 0 認定

令和７年第３回定例会審議結果

こんなことが決まりました。
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定例会一般質問

本
町
の
立
地
条
件
を
活
か
し
、賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
地
域
の
農
業
の
発
展
に
努
め
ま
す

雇
用
の
あ
る
町
と
農
業
政
策
に
つ
い
て

1一般質問

町
　
長

井
戸
三
兼
議員

※質問順に掲載質問事項一覧

一 　般　 質　問
今 聞 き た い こ ん な こ と

「一般質問」とは？?
議員が町の一般事務に対してその執行の状況又は将来の方針、政策的

提言や行政の課題などを町長などの執行機関に直接質すことです。

質問番号 議員名 内　　容

1 井
い

戸
ど

 三
み

兼
か ね

 議員 雇用のある町と農業政策について

2

奥
お く

田
だ

 哲
て つ

也
や

 議員

高齢者の方の熱中症対策について

3 自治会加入率低下の歯止め・対策について

4 歳入増・歳出減の施策について

5 石
い し は ら

原 利
と し は る

春 議員 主要地方道可児金山線について

6 市
い ち は ら

原 敬
た か

夫
お

 議員 川辺町の将来像について

「
か
わ
べ
を
再
起
動
」を
掲
げ
て

当
選
し
た
木
下
町
長
に
2
点
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
。

①
企
業
誘
致
政
策
に
つ
い
て

前
町
長
は
財
政
上
の
理
由
か

ら
企
業
誘
致
よ
り
宅
地
化
を

優
先
し
て
い
た
が
、
木
下
町

長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

地
価
や
交
通
利
便
性
、
災
害

リ
ス
ク
の
低
さ
を
活
か
し
て

「
起
業
支
援
・
企
業
誘
致
」を

進
め
、「
お
店
が
始
め
や
す
い

ま
ち
」「
観
光
客
が
来
店
す
る

仕
組
み
」「
雇
用
の
あ
る
ま
ち
」

を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
を
中
心
と
し
た
企
業
誘
致

と
雇
用
確
保
を
し
て
い
く
と

い
う
方
針
で
す
か
。

②
農
業
政
策
に
つ
い
て

宅
地
化
を
進
め
る
と
流
入
住

民
と
の
摩
擦
も
懸
念
さ
れ
、
農

業
が
や
り
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

日
本
の
食
料
自
給
率
や
地
産

地
消
の
観
点
か
ら
、
川
辺
町

の
農
業
政
策
を
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
。

Q

A
①�

町
は
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を

中
心
と
し
た
企
業
誘
致
や
出
店

支
援
に
よ
り
、
雇
用
確
保
と
町

の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
す
方

針
で
、
特
に
小
売
・
飲
食
店
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
強

化
・
充
実
さ
せ
、
軽
登
山
ブ
ー

ム
な
ど
で
来
町
者
を
迎
え
入
れ

て
町
内
消
費
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
美
濃
加
茂
イ
ン

タ
ー
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

や
地
価
の
安
さ
、
災
害
リ
ス
ク

の
低
さ
を
活
か
し
、
幅
広
い
企

業
の
誘
致
を
模
索
し
ま
す
。

②�

農
業
は
川
辺
町
に
と
っ
て
生
活

や
景
観
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持

な
ど
多
面
的
に
重
要
な
産
業
で

あ
り
ま
す
。
無
秩
序
な
住
宅
化

に
よ
る
農
業
へ
の
悪
影
響
を
懸

念
し
、
農
地
保
全
や
担
い
手
支

援
、
地
産
地
消
の
推
進
、
住
民

理
解
の
促
進
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
産
地
消
は
食
料

自
給
率
向
上
の
土
台
と
し
て
重

要
で
あ
り
、
国
の
方
針
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
農

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

紙面の都合上、一般質
問と答弁を要約してあ
ります。	 インターネッ
トで一般質問の様子を
みることができます。

議会を
動画で見よう
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定例会一般質問

今
後
も
熱
中
症
対
策
の
環
境
整
備
を
進
め
ま
す

自
治
会
と
町
が
協
力
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
ま
す

高
齢
者
の
方
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

自
治
会
加
入
率
低
下
の
歯
止
め
・
対
策
に
つ
い
て

2一般質問

3一般質問

町
　
長

町
　
長

奥
田
哲
也
議員

奥
田
哲
也
議員

現
在
、
最
も
関
心
を
持
ち
取
り

組
ん
で
い
る
課
題
は「
自
治
会
の

存
続
」で
す
。
昨
年
の
定
例
会
で

も
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
1
年
間
で
自
治
会
加
入
世
帯
数

は
減
少
し
、
加
入
率
も
66
.8
%

か
ら
64
.6
%（
▲
2
.2
％
）に

下
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

世
帯
数
４,
0
6
0
世
帯
か
ら
４,

１
３
０
世
帯（
＋
70
世
帯
）に
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
数
字
を
ど
う

評
価
す
る
か
は
難
し
い
で
す
が
、

町
長
は
、
選
挙
時
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
で「
自
治
会
の
見
直
し
」に
触
れ

て
い
ま
す
の
で
、お
聞
き
し
ま
す
。

①�

自
治
会
に
対
す
る
認
識
を
お
聞

き
し
ま
す
。

②
現
状
の
評
価
は
。

③�

自
治
会
と
町
行
政
の
関
係
を
ど

う
考
え
ま
す
か
。

④�

具
体
的
な
対
策
案
を
お
持
ち
で

す
か
。

町
長
は
就
任
早
々
の
英
断
に
よ

り
小
学
校
低
学
年
児
童
の
下
校
時

に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
う
な
ど
の

対
策
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
熱
中
症
対
策
は
町
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
最
優
先
の
課
題
で

す
。
今
回
は
特
に
高
齢
者
へ
の
熱

中
症
対
策
を
質
問
し
ま
す
。

①�

小
学
校
低
学
年
児
童
の
下
校
時

に
お
け
る
公
用
車
利
用
の
現

状
、
問
題
点
、
課
題
を
お
聞
き

し
ま
す
。

②�

川
辺
町
に
住
む
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
生
活
状
況（
独
居
か
、

家
族
同
居
か
な
ど
）を
町
は
ど

こ
ま
で
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

③�

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
具
体
的

な
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

Q

Q

A

A

①�

自
治
会
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
核
と
し
て
、
情
報
共
有
や
防

災
、
見
守
り
活
動
な
ど
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

②�

少
子
高
齢
化
や
生
活
様
式
の
変

化
に
よ
り
加
入
率
は
徐
々
に
低

下
し
て
い
ま
す
が
、
親
子
で
住

民
基
本
台
帳
上
は
世
帯
を
分
離

し
、
組
付
き
合
い
は
１
世
帯
と

し
て
い
る
世
帯
も
あ
り
、
実
際

の
加
入
率
は
も
う
少
し
高
い
と

思
い
ま
す
。
地
域
活
動
の
担
い

手
が
減
少
す
る
中
で
多
く
の
自

治
会
が
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
み
、
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

③�

自
治
会
は
町
行
政
と
密
接
に
連

携
し
て
お
り
、
情
報
伝
達
や
住

民
要
望
の
取
り
ま
と
め
に
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

④�

自
治
会
の
負
担
軽
減
や
資
金
支

援
を
進
め
、
持
続
可
能
な
運
営

を
支
援
し
て
い
く
方
針
で
す
。

今
後
も
自
治
会
と
町
が
協
力

し
、
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①�

今
年
度
か
ら
小
学
校
1
・
2
年

生
の
う
ち
自
宅
か
ら
学
校
ま
で

の
距
離
が
約
2.
5
km
以
上
の

児
童
21
名
を
対
象
に
公
用
車
で

の
下
校
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
現
在
17
名
が
利
用

し
、
保
護
者
か
ら
は
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

対
象
拡
大
や
継
続
も
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
教
職
員
の
負
担
増
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

②�

令
和
7
年
9
月
時
点
で
65
歳
以

上
3,
2
4
6
人
、
75
歳
以
上

1,
9
0
3
人
で
、
全
員
の
個
別

把
握
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
介
護

保
険
事
業
者
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
民
生
委
員
な
ど
が
連
携

し
て
生
活
状
況
を
把
握
し
、
エ
ア

コ
ン
使
用
の
促
進
や
水
分
補
給
の

助
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③�

町
は「
や
す
ら
ぎ
の
家
」を
ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
し
、
夏

季
の
避
難
場
所
と
し
て
提
供
し
て

い
る
ほ
か
、
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
や
冷
房
使
用
を
推
奨
し
、
今
後

は
民
間
店
舗
に
も
協
力
を
呼
び
か

け
ま
す
。
今
後
も
情
報
収
集
と
対

策
強
化
に
努
め
ま
す
。
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「
コ
ツ
コ
ツ
が
勝
つ
コ
ツ
」

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す

早
期
完
成
に
向
け
、関
係
自
治
体
と
連
携
し
、県
に

要
望
し
ま
す
。

歳
入
増
・
歳
出
減
の
施
策
に
つ
い
て

主
要
地
方
道
可
児
金
山
線
に
つ
い
て

4一般質問

5一般質問

町
　
長

基
盤
整
備
課
長

奥
田
哲
也
議員

石
原
利
春
議員

主
要
地
方
道
可
児
金
山
線
工
事

の
う
ち
、
比
久
見
東
タ
ウ
ン
前
か

ら
下
吉
田
川
辺
大
橋
ま
で
の
未
完

成
区
間
約
３
０
０
m
に
つ
い
て
、

前
回
は
土
地
改
良
施
設
排
水
路
や

上
下
水
道
管
の
移
設
が
原
因
で
工

事
が
遅
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、
可
茂
土
木

事
務
所
の
設
計
変
更
に
よ
り
、
道

路
の
高
低
差
が
変
わ
っ
た
と
い
う

情
報
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

工
事
の
迂
回
路
と
な
っ
て
か
ら

3
年
以
上
が
経
過
し
、
通
学
路
か

つ
交
通
量
が
多
い
た
め
安
全
面
か

ら
も
早
急
な
工
事
完
成
を
求
め
ま

す
。
基
盤
整
備
課
長
の
見
解
と
県

へ
の
具
体
的
な
要
請
内
容
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
住
み
た
い
町
」「
住
み
続
け
た
い

町
」、
そ
し
て「
人
口
増
加
を
達
成

す
る
町
」に
す
る
た
め
に
は
大
き
な

努
力
と
財
源
確
保
が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
は
歳
入
増
加
、
歳
出
削
減
、

支
出
の
見
直
し
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

私
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
町
長
の

お
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

【
歳
入
増
加
策
】

①
公
共
施
設
の
命
名
権

　

ゴ
ミ
袋
や
公
用
物
の
広
告

②�

ふ
る
さ
と
寄
附
金
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
推
進

③
町
有
地
の
有
効
活
用

④
町
税
制
度
の
周
知
強
化

【
歳
出
削
減
策
】

①
委
託
料
等
の
見
直
し
・
削
減

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
再
検
討

③
環
境
に
優
し
い
ご
み
処
理
啓
発

④
健
康
促
進
で
医
療
費
軽
減

　

一
度
に
大
き
な
成
果
は
難
し
い

で
す
が
、「
コ
ツ
コ
ツ
が
勝
つ
コ

ツ
」で
時
間
と
労
力
を
か
け
な
い

ア
イ
デ
ア
は
積
極
的
に
推
し
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
創
意
工

夫
の
精
神
は
他
の
業
務
に
も
生
き

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

A

A

主
要
地
方
道
可
児
金
山
線

の
比
久
見
バ
イ
パ
ス
事
業（
約

1
.6
km
）は
県
の
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で

は
通
勤
車
両
が
多
く
、
近
隣
に
は

　
「
住
み
た
い
町
」「
住
み
続
け
た

い
町
」を
目
指
す
た
め
に
は
町
民

と
行
政
が
協
力
し
、
創
意
工
夫
と

地
道
な
努
力
が
必
要
で
す
。

【
歳
入
増
加
策
へ
の
対
応
】

①�

公
共
性
や
住
民
感
情
に
配
慮
し

つ
つ
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考

に
検
討
し
ま
す
。

②�

制
度
改
正
で
寄
附
額
が
減
少
。
新

た
な
施
策
で
寄
附
額
回
復
に
努

め
て
い
ま
す
。ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
は
地
域
活
性
化
に

有
効
で
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

③�

地
域
振
興
や
財
源
確
保
の
た
め

多
角
的
な
視
点
で
検
討
し
ま
す
。

④�

町
民
に
丁
寧
に
周
知
し
、
理
解

と
協
力
を
求
め
ま
す
。

【
歳
出
削
減
策
へ
の
対
応
】

①�

効
果
や
必
要
性
を
慎
重
に
精
査

し
ま
す
。

②�

環
境
面
や
費
用
対
効
果
を
考
慮

し
検
討
し
ま
す
。

③�

分
別
の
徹
底
と
適
正
な
排
出
の

周
知
に
努
め
ま
す
。

④�

健
康
促
進
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

こ
ど
も
園
や
小
学
校
が
あ
る
た
め
、

安
全
で
安
心
な
道
路
の
早
期
完
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
残
り

約
3
0
0
m
の
工
事
が
進
行
中
で

す
。
過
去
2
年
間
は
上
下
水
道
移
設

工
事
や
道
路
工
事
の
支
障
と
な
る
河

川
の
付
け
替
え
工
事
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
一
部
舗
装
工
事
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
計
変
更
に
よ

り
工
期
短
縮
と
費
用
削
減
を
図
っ
て

お
り
、
完
成
時
期
は
国
庫
補
助
金
の

影
響
で
明
言
で
き
ま
せ
ん
が
、
町
で

は
早
期
完
成
に
つ
い
て
沿
線
自
治
体

と
連
携
し
、
行
政
懇
談
会
や
現
場
視

察
を
通
じ
て
引
き
続
き
強
く
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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令
和
7
年
度
の
町
予
算（
約
１
０
０
億

円
）で
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、

財
政
状
況
は
厳
し
く
、
将
来
に
つ
な
が

る
投
資
的
支
出
は
少
な
い
状
況
で
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
の
約
3
分

の
1
が
65
歳
以
上
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
改
修
や
小
学
校
統
合
な
ど
の
課
題
も

多
く
あ
り
ま
す
が
、
町
長
の
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。

①�

今
後
5
年
、
10
年
後
の
町
の
将
来
像「
ふ

る
さ
と
川
辺
の
姿
」を
お
聞
き
し
ま
す
。

②�

財
源
確
保
の
観
点
か
ら
は
、「
広
報
か

わ
べ
」に
町
内
企
業
の
P
R
や
求
人
広

告
を
掲
載
し
雇
用
促
進
を
図
る
こ
と
、

登
山
や
川
を
活
用
し
た
観
光
振
興
や

特
産
品
販
売
の
強
化
、
花
木
の
オ
ー

ナ
ー（
植
樹
）な
ど
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
る「
稼
ぐ
事
業
」の
展
開
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

③�

例
え
ば
将
来
、
仮
に
小
学
校
が
廃
校
と

な
っ
た
場
合
の
空
き
校
舎
や
町
有
資

産
の
有
効
活
用
、
地
域
振
興
に
つ
な
が

る
施
設
な
ど
の
誘
致
な
ど
、
活
用
方
法

に
つ
い
て
、
ま
た
6
月
議
会
で
は
、
町

長
か
ら
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
し
、
企
業
誘
致
に
努
め
た
い
と
の
発

言
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
ど
こ
に

工
場
を
誘
致
す
る
か
と
い
う
計
画
が

あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

利
便
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
、
財
源
確
保
、
公
共

施
設
等
の
活
用
な
ど
を
着
実
に
進
め
ま
す

川
辺
町
の
将
来
像
に
つ
い
て

6一般質問

町
　
長

市
原
敬
夫
議員

お 知 ら せ

※日程は都合により変更となることがあります。

一般質問の様子をCCネットで放映しています。放送予定日は、定例会最終日翌週の土曜日
と日曜日です。 

次 回 令和7年 第4回定例会の予定
12月3日	 定例会(初日）・総務委員会
	 4日	
	 ～　	 総務委員会
	 8日	
	 12日	 定例会(最終日）・一般質問

①�

将
来
像
と
し
て
は
、
都
市
近
郊
の

利
便
性
を
活
か
し
た「
住
み
よ
い

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」の
発
展
を
ま
ち

の
東
部
・
南
部
で
目
指
し
、
子
育

て
世
代
の
定
住
促
進
を
図
り
ま

す
。
一
方
、
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
る
北
部
地
域
は
観
光
資
源
を
活

か
し
た
商
工
観
光
の
拠
点
と
し
て

活
性
化
を
図
り
ま
す
。
地
域
ご
と

の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②�
財
源
確
保
で
は
、
町
が
収
益
を
生

む
事
業
創
出
も
念
頭
に
、
広
報
誌

の
企
業
P
R
掲
載
は
公
平
・
中
立

な
ど
慎
重
に
対
応
し
つ
つ
、
地
域

の
産
業
紹
介
な
ど
の
情
報
発
信
を

検
討
し
ま
す
。
自
然
資
源
を
活
用

し
た
水
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
導

入
や
特
産
品
の
販
路
拡
大
、
花
木

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
導
入
な
ど
も
先

進
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
、
持
続
可
能
な
財
源
確
保
を
目

指
し
ま
す
。

③�

公
共
施
設
の
有
効
活
用
で
は
、
民

間
活
用
や
売
却
、
貸
付
な
ど
多
様

な
方
法
を
検
討
し
ま
す
。
企
業
誘

致
は
、
町
長
自
ら
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
が
、
具
体
的
計
画
は
現

在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。

A
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議 会 日 誌 令和7年8月〜10月

8月 9月 10月

議会だより・議会全般に対するご意見やご感想がございましたら、FAX、メールにてお寄せください。
FAX :0574-53-2374　　メールアドレス:gikai@kawabe-gifu.jp

2日 八百津町合併70周年
記念式典

6日 国道418号整備促進期
成同盟会総会

7日 可茂町村議会議員研修
会・情報交換会

15日 戦没者追悼式

18日 花火実行委員会

19日 指定管理者評価委員会
（第3こども園、児童館）

21日 市町村議会議員セミナー

26日 名濃BP期成同盟会・
岐阜県町村議会議長会
臨時総会・評議員会

27日 議会行政連絡会議

28日
～

29日
広報研修会

2日 議会運営委員会・
社会福祉協議会理事会

4日 指定管理者評価委員会
（やすらぎの家）

6日 川辺おどり花火大会

7日 自衛隊音楽まつり

8日 敬老会

9日 定例会（初日）

9日
  ～
12日

総務委員会

13日 青少年育成のつどい

16日 新議長・副議長あいさつ
回り

17日 洞戸・川辺間主要地方
道改良整備促進期成同
盟会

19日 定例会（最終日）

27日
～

28日
全国市町村交流レガッタ
豊岡大会

1日 立志式

2日 議会報編集委員会

4日 こども園運動会

7日 岐阜県町村議会議長会定
期総会・正副議長研修会

9日
  ～
10日

東京要望

11日 小学校運動会

11日
～

12日
全中新人競漕大会

14日 議会報編集委員会・
県消防操法大会 壮行会

18日 全国健康福祉祭

19日 KAWABE MOUNTAIN 
FES FUMOTO

21日 議会報編集委員会
環境ポスター審査会

26日 県消防操法大会

31日 議員研修会

編編
集集
後後
記記

９
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
、
１
年

に
一
度
の
議
会
人
事
が
行
わ
れ
、「
議

会
報
編
集
委
員
会
」
も
新
た
な
委
員
構

成
で
出
発
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
「
か
わ
べ
議
会
だ
よ
り
」

が
決
し
て
十
分
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
関

心
を
寄
せ
、
広
聴
機
能
の
役
割
を
果
た

し
て
き
た
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

川
辺
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
政
を
よ
り

身
近
に
感
じ
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、「
文
は
人
な
り
」「
ペ
ン
は

剣
よ
り
も
強
し
」
の
精
神
で
、
委
員
会

一
同
「
か
わ
べ
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集

作
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

議会報編集委員会の様子
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